
 

   
 

  2025 年 8 月 4 日 

 
トヨタ・モビリティ基金、「沖縄ゆいまーるプロジェクト」において、継続的な成果を確認 

今後は、渋滞解消などの地域課題にも広く取り組む 

 

一般財団法人トヨタ・モビリティ基金（理事長：豊田章男、Toyota Mobility Foundation、以下 

「TMF」）は、沖縄県警察本部などと産官学で連携して取り組む「沖縄ゆいまーるプロジェクト」に

おいて、事故削減や観光活性化の面における継続的な成果を確認しました。 

また、４月より株式会社アイシンを新たに連携パートナーに迎え、内閣府沖縄総合事務局とも協

力しながら、観光振興と渋滞解消に加え、希少野生動物の交通事故防止など更に取り組みを

拡充していきます。 

 

具体的な成果と今後の活動内容は以下の通りです。 

 

１． インフラ対策 

警察事故データと車両データ（トヨタ自動車）との分析に加え、新たにドライブレコーダーの映像

を活用した分析（東京海上日動）を実施し、道路環境にも着目したインフラ対策にも各行政機関

と連携して取り組んでいます。これにより、以下のような事故削減効果を確認しました。（いずれ

も沖縄県警察本部調べ） 

① 旧伊佐交差点：事故多発地点 

速度抑制ポールの設置などの対策により、事故率が約６割減少 

② 那覇空港近辺の若狭ＩＣ：スリップ事故多発地点 

滑り止め塗装により、事故率が約 7 割減少 

  

【インフラ対策実施箇所の例：若狭ＩＣ(滑り止め舗装)】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   
 

２． 危険箇所の特定に向けた「リスクマップの作成」 

新たに東京海上日動を中心に、警察の事故データと損害保険事故データ、車両データ（トヨタ自

動車）などの道路交通データをＡＩで分析し、潜在的な危険箇所を地図上に表記することで事故

未然防止の取り組みも推進しています。今後、本データの有効な活用方法につき、沖縄県警察

本部と協議をしていきます。  

   

 

 

３． 安全な運転行動の促進 

トヨタレンタリース沖縄の貸し出し車両内のマルチメディア画面を使って、楽しいキャラクター「ゆ

いまるくん」が変化しながら運転の状態をお知らせしたり、沖縄県警察本部との連携で把握した

危険箇所を周知することで、事故・危険挙動が大幅に減少しています。また、多言語対応によ

り、運転に不慣れな訪日外国人の方にも効果が出ています。 

更に、ドライバーが安全に注意した運転をすることにより、燃費の改善効果も確認ができまし

た。 

 

 

 

 



 

   
 

【車内マルチメディアイメージ 左「ゆいまるくん」 右「危険箇所 アラート」】 

 

 

【運転行動の変化および燃費の改善効果】 

 

 

今後は、トヨタレンタリース沖縄の一部店舗に限られていた本機能搭載車両の貸し出しを沖縄

全域の店舗（約 3,000 台）に順次拡充していきます。 

また、内閣府沖縄総合事務局と協力して、車内から運転者に通知をすることでヤンバルクイナ

やケナガネズミなどの希少野生動物の保護を目指すことにもチャレンジします。 



 

   
 

４． 渋滞解消に向けた取り組み 

車両データ（トヨタ自動車）により、渋滞が起きやすい箇所や傾向を把握、沖縄県警察本部と連

携して信号調整などによる渋滞緩和などにチャレンジします。また、常態化している那覇空港近

辺の渋滞の解消に向けても、車両データの活用により実態や原因を明らかにし、地域の皆さま

と連携した取り組みを検討していきます。 

 

また、那覇以北を訪問する観光客が渋滞の要因にもなっており、これまでＪＴＢを中心に北部エ

リアで車載ナビとは異なるおすすめスポットを車内でご案内し、渋滞解消に向けた取り組みを実

施してきました。昨秋からは、北部から那覇市内に戻る際の渋滞による時間のロスが課題と捉

え、早い時間に南部を訪問する南部観光ルートを提案することで、レンタカーの南部訪問台数

が２倍に増加し、新たな観光機会の創出にもつながりました。 

 

【レンタカー車中空間での観光レコメンド（イメージ画面）】 

 
 

【南部観光レコメンド：実証前後の訪問数の変化】 

 

 



 

   
 

更に、本年からはアイシンが持つ技術を活用し、属性にあったおススメスポットの案内と、最新

の渋滞情報を考慮した案内を携帯電話より実施することで、観光スポットの多様化や渋滞解消

に向けた実効性のある取り組みを展開していきます。 

 

【ご参考①：これまでの取り組み】 

（２０２１年１２月リリース：https://toyotamobilityfoundation.jp/news/release/0057.html） 

（２０２２年１０月リリース：https://toyotamobilityfoundation.jp/news/release/0064.html） 

（２０２３年  ２月リリース：https://toyotamobilityfoundation.jp/news/release/0068.html） 

（これまでの「沖縄ゆいまーるプロジェクト」の取り組み： 

https://www.youtube.com/watch?v=dRt-s3aYF1Q） 

（２０２４年  ３月リリース：https://toyotamobilityfoundation.jp/news/release/0110.html） 

（２０２５年  ７月 沖縄ゆいまーるプロジェクトの活動： 

https://www.youtube.com/watch?v=mT89124TNpw） 

 

 

 

【ご参考②：「沖縄ゆいまーるプロジェクト」メンバー】 
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交通安全の実現には、ドライバーや歩行者という「人」に対する啓発活動、安全な「車」の開発、 

信号制御や道路整備など「交通環境」整備、三要素が一体となった取り組みが重要です。 

ＴＭＦでは、啓発ツールの充実や関係機関と連携した「人」への啓発活動に加え、既存技術の組

み合わせや新たな技術や視点の導入を通じ、「交通事故ゼロ社会」の実現に向けて取り組みを

推進していきます。 

 

 

トヨタ自動車は創業以来、お客様、ビジネスパートナー、従業員、そして地域社会等、全てのス

テークホルダーを尊重しながら、自動車を通じた豊かな社会づくりを目指して事業活動を行なっ

ています。そして、より公益的な活動を行うことを目的に、2014 年 8 月、TMF を設立しました。 

TMF では、モビリティを通じた豊かな社会づくりへの貢献に向けて、世界中で移動課題への対

応をはじめとした幅広いプロジェクトに取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先）TMF 太田 

TEL： 070-2499-9823 

 （受付時間：8:30～17:30 土・日祝日除く） 

 E-mail ：e.ota@toyota-mf.org/info@toyota-mf.org 
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